
この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

横手市社協だより 号63
2018.10.1

みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

横手市社会福祉協議会

　９月22日（土）、平鹿生涯学習センターにおいて災害ボランティ
ア活動実践研修会が開催されました。福祉協力員や民生委員、ボラ
ンティア、事業所職員など35名が参加し、全国で被災地支援を行っ
ている講師による講義や職員による災害ボランティアの活動報告、
模擬訓練を行い、災害時に地域や住民に求められる初期対応や支援
者の役割などについて学びました。
　また前日は行政と社協職員による避難所と災害ボランティアセン
ターの実地訓練を行い、それぞれの目的や連携体制を確認しました。
　今後も有事の際に円滑な支援につながるよう、連携協力体制を構
築していきます。

“明日は我が身”
災害に備え対応学ぶ



２社協だより

やさしさで 地域を支える 赤い羽根

赤い羽根の募金は
地域のために使われています

　10月１日より「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉にスタートしました。今年も地域の
たすけあい活動にご協力くださいますようお願い申し上げます。
　なお、今年度の募金運動の実施にあたり、昨年度の運動実績や使途についてお知らせします。

平成30年10月１日～12月31日運動期間

平成30年度　赤い羽根共同募金運動

各世帯からの戸別募金、イベント会場でのイベント募金／
スーパー店頭での街頭募金／企業からの法人募金／職場
や学校での職域及び学校募金 など

主な募金活動

※詳しくは、各ご家庭などに配布される「よこて赤い羽根だより」をご覧ください。

● 募金運動実績（戸別募金、街頭募金など）14,345,408円
● 寄付つき自動販売機実績（６台）65,988円● 募金百貨店プロジェクト（５企業）111,953円

● 前年度運動期間後の募金（平成28年２～３月）67,000円

横手市の実績14,590,349円

秋田県内の実績195,196,327円

平成29年度 赤い羽根共同募金運動の実績報告募金実績

　企業と連携して寄付つき商品・企画を創り、その売上実績を募金としてご協力いただいています。

㈱松與会館、㈲樹、秋田ゼロックス㈱、㈲新山食品加工場、優勝軒 横手店

平成29年度 協力企業（順不同・敬称略）
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福祉活動への参加を促進するために

10,000円

　福祉に関する講座・研修用の

資料代など

福祉出前事業

３ 社協だより

市内の福祉団体などが行う
福祉活動を応援するために

社会福祉協議会が行う地域福祉活動に

胸元に 灯るやさしさ 赤い羽根　　平鹿中学校３年　佐 藤 あかりさん作

※募金百貨店プロジェクト協力企業募集中
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わたし
のまち

の

ふれあい パーク情報

　市内小学生がデイサービスご利用者などと

の交流やレクリエーション用具の作成などを行

いました。児童からは「お年寄りの気持ちが

分かった気がする」などの声が聞かれました。

　夏休みふくし探検隊

増田地域単身高齢者昼食会で高校生と交流

　増田高校の生徒のみなさんが、お一人暮ら

し高齢者へペットボトルを利用した水耕レタ

ス栽培について教えてくれました。参加者は、

若い先生たちに笑顔で質問していました。

福祉サービスを体験しよう

若い先生からの授業

　長寿を祝う会

　101歳や米寿など19名のご利用者への賀状

の贈呈と湯沢南家佐竹太鼓で健康長寿をお祝

いしました。ご利用者やご家族一緒に会食し

心に残る一日を過ごしました。

健康長寿を祝して

　横手市危機管理課職員より防災をテーマに

講話してもらいました。横手市で起こりうる

災害に対しての備えを皆さん熱心に聞き入っ

ていました。

山内地区福祉協力員・民生児童委員合同研修会

地域へ災害対策広げる

　地元や帰省した子どもたちに地域のいいと

ころを感じてもらいたいとの想いから始まり、

今年２回目となる子供夏祭り。様々な催しに

参加者の皆さんが夏の一時を楽しみました。

　下村子供夏祭り
大森地区福祉協力員会地域応援事業

　県勢103年ぶりの決勝戦を大画面に映して

応援しました。惜しくも負けてしまいました

が、１回戦からの感動的な試合に「元気もらっ

たな～」と活力になったようでした。

金足農業高校甲子園決勝戦応援

球児の雄姿に夢馳せて
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8.13月/大森町下村地区9.15土/雄 水 苑 7.25水/大雄福祉センター

8.21火/憩 寿 園8.24金/上畑温泉さわらび9.20木/ゆうらく館

十文字
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善意 平成30年７月16日～平成30年９月15日受付分
善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しております。
ありがとうございました

次号（１月１日発行予定）
テーマは…「こども」
　近所の子供や自分が幼い
ころの思い出、童心に返る
瞬間などを川柳にしてみま
せんか？ 次回のテーマは

「こども」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成30年12月３日（月）
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【本部受付】
● よねや商事㈱ 様
● 秋田県南ＮＰＯセンター 様

【横手福祉センター受付】
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 三　梨　敦　子 様（南　町）
● 鈴　木　了　子 様（上内町）
● ジャコバ・ジャイルズ 様
● キンボール・ライリー 様
● 朝友会 様
● いちご会 様
● おはなし大すきの会 様
● 新日本舞踊扇佳流優仙会 様
● 横手歌謡会 様
● 日本詩吟学院
　　 秋田吟詠会横手教場 様
● 横手北中学校吹奏楽部 様

【雄物川福祉センター受付】
● 雄物川高等学校 様
● 民謡と歌謡 髙吉会 様
● 雄物川民謡同好会 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
●「アスパル」カラオケを
　　　　　　　楽しむ会 様

【十文字福祉センター受付】
● 加　藤　訓　浩 様（横手・婦気）
● ブルーサルビア 様

● 花の会 様
● 椿寿会 様
● 梅若梅道 様
● 下鍋倉保育所 様
● いわさきこども園 様
● 横舞伝 様
● 十文字民生児童委員協議会 様

【山内福祉センター受付】
● 昔語り つむぎの会　畑 則子 様
● 佐々木　久　一 様（小松川）
● 佐々木　高　雄 様（黒　沢）

【大雄福祉センター受付】
● 横手囃子保存会平城支部 様

【平寿苑受付】
● 後　藤　大　輝 様（湯沢翔北高校）
● 山　口　　　拡 様（湯沢翔北高校）
● アンダンテの会 様
● ㈱丸茂組 様
● 羽後電設工業㈱ 様
● 平鹿設備工業㈱ 様
● ㈲大嶋建築設計事務所 様
● 平鹿秋田ライオンズクラブ 様

● ㈱オクシュープラス 様
● 樽見内保育園 様
● 北日本コンピューター
　　　　　　　 サービス㈱ 様

【雄水苑受付】
● 傾聴ボランティア「ひまわり」様
● アンダンテの会 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● とっぴんぱらりのプー 様

【憩寿園受付】
● 堀　田　弘　子 様（海道下）
● 村田　靖 様、森屋　静子 様
● 神　原　　　實 様（西　上）
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 十文字民生児童委員協議会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● おはなしぽぽポ 様
● 増田高校ボランティア７名 様
● ＪＡ秋田ふるさと青年部 様
● 和泉青果 様
● 伊藤畜産 様

秋田県南ＮＰＯセンター様より
災害用としてタオルや軍手など
を寄贈いただきました

十文字民生児童委員様より十文字福祉
センター敷地の草刈をしていただきま
した

備品をお貸しします
社会福祉協議会所有の
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貸出の留意事項

貸出対象者

申込方法

貸出期間

貸出・返却方法

貸出料金

災害時の貸出制限横手市内の町内会・自治会、団体、サークル、
学校、企業、いきいきサロンなど

※ただし、営利目的及び長期貸出、転貸は不可

事前に申し込みし、貸出日まで
に所定の借用書を提出してください。（申し
込みは貸出日の３ヵ月前より先着順で受付）

原則１週間以内

社会福祉協議会本部に来
所の上、担当職員の指示により搬出・搬入して
ください。なお、返却時は備品の点検と清掃を
お願いします。

無　料
※ただし、発電機の燃料（ガソリン）は利用者
　の負担により満タンにしてから返却

被災地域の支援活動に
使用する備品も含まれているため、災害時はお
貸しできないほか、借用期間であっても返却を
求める場合もありますのでご了承願います。

横手市社会福祉協議会本部
（横手市卸町 5-10 卸町ビル 2 階）

電話：36-5377　FAX：36-5388
※申し込み受付日及び貸出・返却日は、月～金曜日
　（祝日及び 12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く）の午前
　8 時 30 分～午後 5 時 30 分となります。

申し込み先、貸出・返却場所

発電機

プロジェクター 高圧洗浄機 テント

貸出備品

発 電 機（2.3kVA） 3
3
3
1
1

2

テント（ワンタッチ式）
高圧洗浄機

プロジェクター
スクリーン
ワイヤレスマイク・スピーカー
（マイクは一台につき 2 本）

備　品　名 所有数

横450㎝×
縦300㎝

高さ203㎝×横227㎝



　増田中学校では、生徒一人ひとりが地域の一員

であるという意識を強く持ち、地域や福祉への関

心を高めるため、様々な福祉活動やボランティア、

地域貢献・交流活動を行っています。

　保護者や教師とともに毎年行っている学校周辺

のクリーンアップ活動では、いつも町内の方々が

声をかけてくれます。毎年冬場には、１、２年生

を中心とした雪寄せ隊白レンジャーを結成し、お

一人暮らし高齢者宅で除雪ボランティア活動を行

い高齢者の方々との交流も深めています。

　昨年の地元のイベント「蔵史めぐり」では、生

徒全員が観光・蔵前の案内係や黒漆喰実演などの

ボランティア活動を行い、地域住民のみならず遠

方から訪れた方々とも交流を図りました。また地

域活性化を目的に生徒が考案したキャラクター

“マトッパ ” と一緒に行った「りんごまつり」

での募金活動では、生徒自ら考え行動し、地元の

ＰＲにもつながりました。

　これからも地域の一員として自分たちができる

ことを考えて取り組み、地域の方々の協力を得な

がら『共生』の大切さを学んでいきます。

８社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/ 検索

ふ しく な たち

ゆるキャラ“マトッパ”と一緒に行った募金活動
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／
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相談所のお知らせ 11～12月

▲

11月７日（水）13：00～15：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲

11月14日（水）10：00～12：00
　増田地域局 １階 ☎45－4848▲

11月30日（金）10：00～12：00
　雄物川在宅介護支援センター

☎56－2072▲
12月５日（水）13：00～15：00

　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668▲
12月10日（月）10：00～12：00

　平鹿町ゆとり館 ☎24－3283▲

12月21日（金）10：00～12：00
　大森コミュニティセンター

☎26－3274

▲

11月８日（木）、12月13日（木）
　 9：30～12：00
　Ｙ２ぷらざ ３階 ☎33－8668

◉無料法律相談所日程
※３日前までに予約が必要。お一人30分まで

◉無料税務相談所日程 ※予約不要
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催
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福祉教育活動推進校　増田中学校


